【2.論文】『さんちき』の教材研究 by 大橋 幸雄 et al.






で第 2回毎日童話新人賞、1988 年に『京のかざぐるま』で第 29 回日本児童文学者協会賞、





















・ところが、あの口うるさい親方が、……（41 ページ 14 行）（注 2） 
・弟子入りしてから初めて必死でやった。親方の細かい注意も真面目に聞いた。 
（41 ページ 18 行） 
・体が震えた。そこら中走り回って叫びたかった。（41 ページ 22 行） 
・彫ってしまえばこっちのものだ。なんぼ親方が怒鳴っても消えることはない。 
（42 ページ 4行） 
－ 3 －



















られる。「見上げると、また、ため息が出た。」（41 ページ 4 行）のため息は、半人前の自
分が作った矢のできあがりのよさへの感動から洩れたため息である。 











































 ⑵ 起きてきた親方と三吉が矢に字を彫っていく場面 









⑩「答えるより早く、次の言葉が飛んできた。」（43 ページ 20 行） 
－ 5 －
























 「首をひねって考えていると、親方がまた怒鳴った。」（44 ページ 16 行）も「それでも
おろおろしていると。また怒鳴られた。」（45 ページ 21 行）も、同じように親方の優しさ
のこもった怒鳴り方である。 









⑯「『一度彫り込んだもんはなあ、車がなくなるまで消えへんのや。』」(45 ページ 7行) 
－ 6 －


















⑲「三吉は、しかたなくのみを持ち上げた。」（45 ページ 24 行） 
 三吉の行動描写。間違った自分の名前を最後まで彫るのは気が進まないが、「物騒やない
か。」と親方に言われては彫り上げるしかない。いやいやながらのみを持ち上げた。 











 ⑶ 家の外で侍が切られた場面 
㉒「二人はびくっと顔を見合せた。親方がろうそくを指差すと同時に、三吉が吹き消した。」 
































ジ 26 行） 
 三吉の心理的状況描写。侍の顔をのぞき込んだとたん、その目が開き三吉をにらみつけ
るように見るので、あまりの緊張感から一歩も動くことができない。 




㉙「戸を閉めて、心張り棒をぎっちりとする。」（48 ページ 3行） 
 三吉の行動描写。斬った方の侍たちが戻ってきた足音が聞えたので、決して関わらない
－ 8 －














 ⑷ 親方が三吉に語りかける場面 

















 ⑴ 三吉と親方の会話 
 43 ページ 4 行の「起きてきた親方と三吉が矢に字を彫っていく場面」から末尾までは、




教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部




































教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
 〈引用文献〉 
注 1 吉橋通夫、2007 年 6 月、『京のかざぐるま』、日本標準 
注 2 吉橋通夫作『さんちき』、新編新しい国語１、平成 28 年 2 月 10 日、東京書籍、 
41～49 ページ 
〈参考文献〉 
１ 長尾高明、「鑑賞指導のための教材研究法」、1990 年 2 月、明治図書出版 
２ 「新編新しい国語１教師用指導書研究編上」、東京書籍 
３ 渡邉美雄、「文学テクストが国語教室にもたらすもの──実践報告『さんちき』（吉橋
通夫）──」、2000 年 3 月、日本文学 
 
－ 11 －
教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
